
データと技術で変わる
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１ AI駆動型産業への転換とデータ戦略

⚫ 高度なAI開発とデータ分析のために、データを収集・共有することが
重要。日本としては、フィジカル空間からサイバー空間への展開戦略
を図るべき。

⚫ 安心して活用できるよう、AI原則の整備やプライバシー、サイバーセ
キュリティ対策は急務。

２ 研究開発

⚫ 社会を変える基盤である「技術」の開発に国として十分なリソースを
投入すべき。その際、「選択と集中」から「戦略と創発」への転換が
必要。

⚫ 研究開発の拠点となる大学の研究力再生が急務。

４



政府研究開発投資の目指すべき方向性①
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１．政府研究開発投資の量の確保

◼ 量の確保が最重要課題であり、「対GDP比1%」の目標を着実に実行する必要。

２．政府研究開発投資の質の向上

◼ これまでの「選択と集中」から「戦略と創発」へと転換する必要。

◼ 戦略的研究：Society 5.0の実現を目指す研究
→企業が中心的な役割を発揮し、政府が企業の取り組みを支援。

◼ 創発的研究：破壊的イノベーションをもたらすシーズの創出を目指す研究
→ 政府が積極的に投資

戦略と創発選択と集中

選択・集中する分野は
既に競争が激化

破壊的イノベーションは選択から
外れた想定外の分野から起きる

Society 5.0の実現を
目指す戦略的研究

課題や短期目標を設定せず、多様性と融合によって
破壊的イノベーションの創出を目指す創発的研究



政府研究開発投資の目指すべき方向性②
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３．戦略と創発の充実に向けたイノベーションエコシステムの構築

◼ 戦略的研究と創発的研究を有機的につなげていくイノベーションエコシステムの
構築が不可欠。



（参考）主要国の研究開発戦略の動向

（科学技術振興機構研究開発戦略センターより）
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